
新型コロナウイルス情報 

（日本入国のための検査証明書の不備によるトラブル） 

 

○日本入国時に必要とされる検査（陰性）証明書の不備により、日本への入国を許可さ

れず乗機地に送還されたり、また、日本行き航空便のチェックインカウンターにおいて

搭乗を拒否される事例が発生しています。  

○日本入国に際しては、出発前７２時間以内に受けた検査の結果の証明書を検疫所へ提

出しなければなりませんが、満たすべき条件が厳格に定められていますので、搭乗前に

条件を満たした証明書であることを、ご自身で確認してください。  

○そのほか、質問票の提出、スマートフォンへのアプリの登録なども、国籍を問わず求

められています。  

○オーストリア国内における新型コロナウイルス対策規制の緩和について、オーストリ

ア政府より発表がありました。  

  

オーストリアから日本に入国する際の水際措置について ←日本入国前に必ずご一読く

ださい。  

＊日本への入国・帰国にあたっての基本的な流れ（検査証明書の提示，誓約書の提出，

スマートフォンの携行及び必要なアプリの登録，質問票の提出，到着時のコロナ検査

等）です。ご不明な点については、以下の厚生労働省相談窓口にお問い合わせくださ

い。  

  

【検疫の強化に関するお問い合わせ先】  

○厚生労働省新型コロナウイルス感染症相談窓口  

 海外から電話の場合：+81-3-3595-2176（日本語，英語，中国語，韓国語に対応）  国

内から電話の場合：0120-565-653  

 照会受け付け時間：日本時間 午前 9時～午後 9時（土日祝日も可）  

  

  

＜日本入国時の検査証明書＞  

日本入国時に必要とされる出国前 72時間以内の検査（陰性）証明書の不備により、入

国が許されず乗機地に送還されたり、航空会社から搭乗を拒否されたりする事例が発生

しています。厚生労働省が定める検体採取・検査方法及び証明書記載内容は厳格に定め

られていますので、搭乗前に条件を満たした証明書であることを、ご自身で必ず確認し

てください。  

  

・証明書フォーマット厚生労働省が定めるフォーマットの使用が推奨されています。検

査の際には同フォーマットを使用して証明書を発行してもらうよう検査機関に依頼して

ください。検査証明書・フォーマットにつきましては、以下の厚生労働省ホームページ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00209.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00209.html


でご確認ください。なお、多数の言語でのフォーマットが用意されていますが、オース

トリア国内の検査機関では、概ね英語での作成が可能です。  

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00248.html  

   

・検査方法及び証明書記載内容  

厚生労働省が認める検体採取方法は次の 2つの方法のみです。  

 ○鼻咽頭ぬぐい液（Nasopharyngeal Swab)  

 ○唾液（Saliva）  

これ以外の方法で採取された検体による証明書は有効とは認められません。  

また、抗原迅速検査(Antigen Schnelltest)、抗体検査(Antikörper Test)及びウィーン

市が行っている無料 PCR検査（「Alles gurgelt!」)も認められません。  

検体採取方法が咽頭ぬぐい液（Rachen-Abstrich）による証明書であったことからトラ

ブル（入国不許可、搭乗拒否）となった事例が複数あります。  

詳しくは上記厚生労働省ホームページでご確認ください。  

   

・証明書の有効性の確認  

厚生労働省が有効と認める検査検体及び検査方法以外による検査証明は、日本の検疫及

び航空会社に無効なものと取り扱われますので、事前に検査内容について検査機関に確

認の上、交付された検査証明書に不備がないかご自身の責任でご確認ください。特に、

フォーマットによらない任意様式の場合は、必要情報の該当箇所にマーカーをするなど

して十分に注意してください。  

なお、有効な検査証明書を発行する検査機関がわからないなどお困りの場合は、大使館

にご相談ください。  

  

（各地で乗り継ぎをする際の注意点）  

・ドイツ  

・オランダ  

その他の空港で乗り継ぎをする場合も必ず経由地の入国制限についてご確認ください。  

  

（オーストリア国内の規制緩和）  

オーストリア政府は、5月 19日から国内新型コロナウイルス対策規制を大幅に緩和

し、人数制限等を条件として、飲食店、宿泊業、文化イベント、スポーツ・遊戯施設を

再開する計画を発表しています。また、同時に EU域内からの入国規制も緩和する予定

です。オーストリア政府によると、これらの規制緩和に際して重要な役割を果たすのは

グリーンパスで、ワクチン接種者、陰性証明書所持者、抗体保有者に対して自由が拡大

されます。  

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00248.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00248.html
https://www.de.emb-japan.go.jp/itpr_ja/konsular_coronavirus200313-1.html#noritsugiryuiten
https://www.de.emb-japan.go.jp/itpr_ja/konsular_coronavirus200313-1.html#noritsugiryuiten
https://www.de.emb-japan.go.jp/itpr_ja/konsular_coronavirus200313-1.html#noritsugiryuiten
https://www.nl.emb-japan.go.jp/itpr_ja/r_corona_faq2.html
https://www.nl.emb-japan.go.jp/itpr_ja/r_corona_faq2.html
https://www.nl.emb-japan.go.jp/itpr_ja/r_corona_faq2.html


（問い合わせ先）  

○在オーストリア日本国大使館 住所：Hessgasse 6, 1010 Vienna, Austria  電

話: （市外局番０１）５３１９２０  

 Fax: （市外局番０１）５３２０５９０  

 ホームページ：https://www.at.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html  

 ※「たびレジ」簡易登録をされた方でメールの配信を停止したい方は、以下のＵＲＬ

から停 止手続きをお願いいたします。  

 https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/simple/delete  


